
 

平成２５年度当初予算 施策別取組概要 
 

 
                   22101 子どもたちの学力の定着と向上  （教育委員会） 

         22102 社会に参画する力の育成     （教育委員会） 

（主担当部局：教育委員会）      22103 教職員の資質の向上       （教育委員会） 
22104 学びを支える環境づくりの推進  （教育委員会） 

22105 私学教育の振興         （環境生活部） 

 
 

 学校・家庭・地域が一体となり、子どもたちの学力向上を図ることで一人ひとりが主体的に学習に

取り組み、社会人・職業人として自立するために必要な能力や態度・知識を身につけるとともに、安
心して学習できる環境の中で、充実した学校生活をおくっています。 

 

 
 

 

 ※各指標のＨ23 年度数値は現状値 
 

目標項目の説明 

県内の公立小学校５年生、中学校２年生、高等学校２年生の子どもたちを対象とする「学校生活に
ついてのアンケート（授業内容の理解、相談や質問ができる雰囲気、学校生活の安心感、目的意識の

有無の４項目）」の平均値から算出した、学校に満足している割合 

 
 

 

目標項目  H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

目標値 － 80.5% 82.0%  85.0% 学校に満足している子どもたち

の割合 実績値 78.7%     

目標項目  H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26年度 H27 年度 

目標値 － 82.0% 83.0%  85.0% 授業内容を理解している子

どもたちの割合 実績値 81.2%     

目標値 － 
86.0% 

（23年度） 

88.0% 

（24年度） 

 92.0% 

（26年度） 
新規高等学校卒業者が、就

職した県内企業に、１年後

定着している割合 実績値 
84.4% 

（22年度） 
  

 
 

目標値 － 91.0% 94.0%  100% 研修内容を「自らの実践に

活用できる」とする教職員

の割合 実績値 87.8%     

２２１ 学力の向上 

平成 27年度末での到達目標 

施策の数値目標 

県民指標 

活動指標 



 

※各指標のＨ23 年度数値は現状値 
 

 
・ 学力向上に向けて県民運動を展開するため、学識経験者・企業・学校・社会教育関係者等を構成

員とする「みえの学力向上県民運動推進会議」を立ち上げるとともに、庁内に「みえの学力向上

推進プロジェクト会議」を設置し、県民総参加の取組を推進していく体制が整いました。今後、

学校・家庭・地域がそれぞれの立場から学力向上に向けて取り組み、県民総参加の運動となるよ

う連携を図っていく必要があります。特に、子どもたちの読解力や表現力に課題が見られること

から、その有効な対策として読書活動を推進する必要があります。 

・ 全国学力・学習状況調査を活用した取組を進めるため、市町教育委員会に働きかけたところ、平

成 24 年度は、抽出・希望利用を併せて、99.3％の小中学校で調査が実施され、その調査から、

授業改善の必要性や家庭での学習時間の短さなど、多くの課題が明らかになりました。この調査

結果を、授業方法の工夫改善に生かすため、市町教育委員会との情報共有を図るとともに、実践

推進校 98 校への非常勤講師の配置、授業改善に係る指導助言を行う学力向上アドバイザーの派

遣等による支援を進めています。学力向上アドバイザーについては、派遣要望が多く、全ての要

望に対応しきれていない状況です。 

・ 高校生が卒業後、社会人・職業人として自立していくために必要となる能力や態度・知識を身に

つけることや、基礎的・基本的な学力の習得が課題となっています。 

・ 各分野でリーダーとして活躍できる人材を育成するため、Ｍｉｅ ＳＳＨ（Super Science High 

School）に５校を指定し、大学と連携した研究、小学校向け理科教室の実施等理数教育の充実を

図り、Ｍｉｅ ＳＥＬＨｉ（Super English Language High School）に８校を指定し、「英語キャ

ンプ」の開催やコア教員の養成等英語教育の充実を図っています。また、『若き「匠」育成プロ

ジェクト』では、３校を指定し、より高度な技術の習得を目指し、連携大学との具体的な連携内

容の検討を進めています。今後は、それぞれの研究成果を地域や各高校に普及・還元するととも

に小中学校等とのネットワークを構築していく必要があります。 

・ 基本的な生活習慣や確かな学力の定着・向上を図るため、本県独自の取組である小学校１、２年

生での 30 人学級（下限 25人）、中学校１年生での 35 人学級（下限 25人）を継続するとともに、

新たに国の加配定数を活用して小学校２年生の 36 人以上学級の解消を図るなど、少人数学級と

少人数授業の両面できめ細かな少人数教育を進めています。 

・ 子どもたちに望ましい勤労観・職業観を育成するため、就業体験の充実や地域社会で活躍する卒

業生等による授業の実施等を進めています。今後さらに取組を拡充するとともに、小・中・高等

学校の各学校段階を通じたキャリア教育の充実を図る必要があります。 

・ 県立高校卒業生徒の就職内定率向上を目指し、多様な主体との連携や就職支援相談員の配置等に

より、高校生の就職指導に取り組んでいます。また、学校や経済団体から就職指導の課題につい

てヒアリングを行い、就職試験前の指導の在り方について検証を進めました。今後は卒業生や事

業所にアンケートを実施し、その結果を分析して、就職指導プロセスの改善に取り組みます。 

 

目標項目  H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

目標値 － 3.3 件 3.2 件 
 3.0 件 

以下 
1,000 人あたりの暴力行為発生
件数 

実績値 4.0 件     

目標値 － 85 件 90 件  100 件 
特色化教育実施事例数 

実績値 71 件     

進捗状況（現状と課題） 



 

・ 教職員の授業力向上のため、教職経験の異なる教員が、校種別、教科別の研修班を構成し、授業

公開及び事後協議を行う悉皆研修を活用した「授業実践研修」を年間４回実施します。平成 24

年度は初任者、５年・10 年経験者 837 名を対象に研修を実施しています。教職員の授業力向上

に向けて、各ライフステージでの研修のあり方について検討を進めていく必要があります。 

・ 授業研究を中心とした校内研修を企画運営できる授業研究担当者を育成するため、８市の小中学

校 15 校と県立学校１校を重点推進校に指定し、授業研究担当者を対象にした集合研修を２回実

施し、併せて学校支援を行いました。今後、重点推進校への講師派遣の充実や県内全ての市町に

重点推進校を広げていくことが課題となっています。 

・  教職員の学校経営や学級づくりの力を向上させるため、中核となって取組をすすめる人材を育成

する集合研修を４回（延べ８回）実施しています。校内でマネジメントスキルの向上に向けた支

援を管理職とともに担う人材をさらに育成する必要があります。 

・ 子どもたちにとって身近な郷土の伝統や文化などを活用し、道徳教育の一層の充実を図るため、

「心のノート」の全ての題材に、地域教材「三重の文化」の中から郷土の文化や産業等に貢献し

た人物等を組み合わせ、小学校高学年用及び中学校用の「三重県心のノート（仮称）」を作成し

ています。今後は、各学校において、「三重県心のノート（仮称）」が積極的に活用されるよう、

有効な活用方法について検討を進めていく必要があります。 

・ いじめや不登校等、子どもたちを取り巻く課題の解決や未然防止を図るため、従来のスクールカ

ウンセラー等を派遣する取組に加え、中学校区を単位とする重点的に取り組む地域（15 中学校

区）にスクールカウンセラーを配置し、小中学校間のスムーズな連携と教育相談体制の充実・活

性化を図ることにより小中学校間での情報共有が進みつつあります。また、10 中学校区におい

て人権教育推進協議会を基盤とした子ども支援ネットワークを構築し、相互が連携を密にしなが

ら安心して学べる環境づくりを進めています。一方、学校・家庭・地域の連携を図る中で、特定

の高校において高水準で推移する不登校や中途退学の未然防止に向けた対策が必要となってい

ます。 

・ 公教育の一翼を担う私立学校の教育環境の維持が図られ、個性豊かで多様な教育サービスが一層

拡充されるよう、私立学校への支援や保護者等の経済的負担の軽減を行う必要があります。 

 

 

 
 
・ 県民総参加による学力向上の取組を展開するため、「みえの学力向上県民運動推進会議」の委員

による広報・ＰＲ活動を進めるとともに、市町等の取組に対する支援を行います。また、読書活

動を推進するため、専門性の高い外部人材の派遣による司書教諭や担任の学校図書館を活用した

授業に対する支援、地域の人材等を活用したブックトークや読み聞かせなど楽しい学校図書館の

活用方法の普及・啓発等の取組を実施していきます。 

・ 学力の定着と向上を図るため、平成 24 年度の全国学力・学習状況調査結果を踏まえ、また福井

県の取組を参考にしながら、国語、算数・数学、理科におけるワークシート等課題の改善に向け

た効果的な教材の作成・充実、授業改善の推進、授業での学校図書館の活用促進等の取組を進め

ます。また引き続き、実践推進校へ非常勤講師を配置するとともに、学力向上アドバイザーによ

る授業改善に係る指導助言体制を充実させます。 

・ 高校生の基礎的・基本的な学力の定着・向上を図るため、生徒の国語・数学・英語の学力等を把

握するとともに、課題の明確化を行い、カリキュラムの開発など課題解決のための効果的な指導

方法等を研究します。 

平成 25 年度の取組方向 

教育委員会 



 

・ 理数教育及び英語教育の充実に向けた取組を引き続き実施するとともに、『若き「匠」育成プロジ

ェクト』については、職業学科が対象のため、学科により専門性が大きく異なることから、より

多くの学科に効果が及ぶよう取組の充実を図ります。また、事業２年目は小中学校との連携を進

めるとともに、指定校以外の高校へ情報発信し、研究成果を普及・還元していきます。 
・ 小学校２年生以降の学級編制標準の引き下げについて、引き続き国に要望するとともに、子ども

たちの実態や各学校の課題に応じた、より効果的な少人数教育の推進に取り組んでいきます。 
・ 子どもたちが主体的に社会に参画する力を身につけられるよう、様々な分野で活躍する人々の生

き方や多様な価値観、職業観に触れ、自らの生き方を考える機会を創出するとともに、小・中・

高等学校の各学校段階を通じたキャリア教育の拡充に取り組みます。 
・ 学校から社会への円滑な移行に向け、多様な主体との連携を強化するとともに、就職指導プロセ

スの改善に取り組みます。 
・ 「授業実践研修」をより効果的に実施するため、対象者の課題や要望等を検証し、研修に反映さ

せるとともに、授業研究における助言を充実し、授業力向上につながる研修となるように取り組

みます。また、教職員の授業力向上に向けた研修を体系化し、教職員研修の充実を図ります。 
・ 学校の組織的な取組により教職員の授業力向上を図るため、授業研究を中心とした校内研修を企

画・運営する授業研究担当者を育成する研修を充実し、県内全ての市町に重点推進校を広げてい

くとともに、校内研修推進に係る管理職を対象とした研修を実施します。 
・ 教職員の学校経営や学級づくりの力を向上させるため、市町教育委員会と連携し、各学校で中核

となって取組を進める人材を県内全ての市町に広めていきます。 
・ 教職員が授業力向上に向けて必要な情報や教材等を得ることができるようにするため、福井県へ

の職員派遣の成果を踏まえ、大学や市町教育委員会等と連携して教育情報データを収集・蓄積・

分析し、教職員を支援します。 
・ 基礎的な知識・技能の定着と向上を図りつつ、思考力・判断力・表現力等を育む授業改善モデル

を作成するため、新たに学識経験者、指導主事で構成する実践研究委員会を設置するとともに、

小中学校の教科別のプロジェクトチームを編成し、授業改善モデルの実践研究に取り組みます。

また、県内全ての小中学校でこの授業改善モデルの活用を推進するため、教職員の授業力向上を

めざす研修を実施します。 
・ 道徳教育については、平成 24 年度に引き続き、小学校低学年用及び小学校中学年用の「三重県心

のノート（仮称）」を作成し、各学校において、有効な活用を図っていきます。 
・ 中学校区を単位としたスクールカウンセラー配置や子ども支援ネットワーク構築による子どもた

ちへの支援を引き続き進めるとともに、新たに高校における不登校や中途退学の解決に向けた支

援にも対応するため、国の方針を踏まえ、スクールソーシャルワーカーを充実します。 
・ 深刻化するいじめの未然防止を図るため、学級満足度調査を活用した子どもたちの問題解決能力

を育成する取組を進めることにより、子どもたちが安心して学ぶことができる環境づくりを充実

させていきます。 

 
 
・ 私立学校への支援や保護者等の経済的負担の軽減を行うことにより、私立学校の教育環境の維持

が図られ、個性豊かで多様な教育サービスが一層拡充されるよう努めます。 

 

 

 

 

環境生活部 



 

 

 
 

●（一部新）みえの学力向上県民運動推進事業【基本事業名：22101 子どもたちの学力の定着 

と向上】 

予算額：(24)１，５８４千円 → (25) ８，６４０千円  

     事業概要：子どもたちの学力向上に向けた取組方策について、様々な視点から幅広く議論す

るため、「みえの学力向上県民運動推進会議」を開催します。また、県民総参加に

よる学力向上の取組を充実するため、当該会議の委員による広報・ＰＲ活動を進め

るとともに、地域で開催される研修会等に推進会議の委員を講師として派遣するな

ど市町等の取組に対する支援を行います。さらに「まなびのコーディネーター（仮

称）」が、地域の教育力を活用し、子どもたちの学びを地域で支える「みえの学び

場」づくりを推進します。 

 

●（新）学力向上のための読書活動推進事業【基本事業名：22101 子どもたちの学力の定着と 

向上】 

予算額：(24) － 千円 → (25) ３６，８６８千円 

     事業概要：子どもの読解力を中心とした学力を向上させるために、専門性の高い図書館司書

を計画的に派遣し、学校図書館において担任と司書教諭の連携による授業を展開し

ます。また、読み聞かせを実施しているＮＰＯ関係者等からなる「学校図書館サポ

ート隊（仮称）」が県内の学校を巡回しブックトークや読み聞かせを行い、子ども

たちや教員へ楽しい学校図書館の活用方法等を普及・啓発するとともに、ファミリ

ー読書を推進するための啓発を行います。 

 

●（一部新）「確かな学力」を育む総合支援事業【基本事業名：22101 子どもたちの学力の定着 

と向上】 

   予算額：(24) ３０，３７７千円 → (25) ２７，１１５千円 

   事業概要：全国学力・学習状況調査を活用し、学力の定着と向上を図る取組を充実させるため、

課題解決に向けた効果的な教材の作成や各学校の授業改善の取組を支援するための

講演会の開催等を行います。また、実践推進校には、学力向上アドバイザーの派遣

等により授業改善にかかる指導体制の充実を図ります。さらに、「科学の甲子園ジュ

ニア（仮称）」三重県予選の実施を通じ、科学技術に対する関心を高めるとともに、

当大会への参加を促進します。 

 

●（新）サポートラーニング事業【基本事業名：22101 子どもたちの学力の定着と向上】 

   予算額：(24) － 千円 → (25) ４，７０４千円 

   事業概要：生徒の国語・数学・英語の学力や学習習慣等を把握するとともに、課題の明確化を

行い、「学び直し学習」のカリキュラム開発や指導法の研究などを行い、高校生の基

礎的・基本的な学力の定着・向上を図ります。 

 

 

 

 

主な事業 

教育委員会 



 

●「志」と「匠」の育成推進事業【基本事業名：22101 子どもたちの学力の定着と向上】 

   予算額：(24) ２０，４９６千円 → (25) ２０，８６３千円 

   事業概要：高校における理数教育、英語教育、職業教育の充実を図るため、県立高校を指定し、

大学・企業と連携したセミナーの開催、科学オリンピック大会の開催、コミュニケ

ーションを重視した英語教育に関する指導方法の工夫改善等に取り組むとともに、

小中学校とのネットワーク構築等を行います。 

 

●キャリア教育実践プロジェクト事業【基本事業名：22102 社会に参画する力の育成】 

   予算額：(24) １８，８３４千円 → (25) １４，０６０千円 

   事業概要：就業体験の拡充、社会で活躍する卒業生等による授業等の実施、高校の進学指導の

ネットワークの構築等に取り組み、学校と地域・産業界の持続可能な連携の仕組み

作りを進め、小・中・高等学校の各学校段階を通じたキャリア教育の充実を図りま

す。 

 

  ●高校生就職対策緊急支援事業【基本事業名：22102 社会に参画する力の育成】 

   予算額：(24) ３１，３３４千円 → (25) ２７，７０５千円 

   事業概要：県立高校の就職指導のプロセス改善のための取組や、企業で管理職や人事部門の経

験を有する就職支援相談員の配置、地域連携会議・就職情報交換会の開催等により、

就職を希望する高校生の進路実現を図ります。 

         

●（一部新）教職員の授業力向上推進事業【基本事業名：22103 教職員の資質の向上】 

   予算額：(24) １６，９５１千円 → (25) １８，１５７千円 

   事業概要：子どもたちの学びを支えるため、授業実践研修や授業研究担当者育成研修、校内研

修推進に係るマネジメント研修等をとおして、教職員が相互に学び合う授業研究の

文化を学校に定着させます。さらに、様々な教育情報を提供することで、教職員一

人ひとりの授業力の向上を図ります。 

 

●（新）フューチャー・カリキュラム「協創」事業【基本事業名：22103 教職員の資質の向上】 

   予算額：(24) － 千円 → (25) ７，０９７千円 

   事業概要：基礎的・基本的な知識・技能の定着と向上を図るとともに、思考力・判断力・表現 

力等を育む授業改善モデルを作成するため、フューチャー・カリキュラム実践研究 

委員会及び小中学校の教科別のプロジェクトチームを設置し、授業改善モデルの実 

践研究に取り組みます。また、授業改善モデルの普及・啓発を図るため、公開研究 

授業を行い、教職員の授業力向上をめざします。 

 

●道徳教育総合支援事業【基本事業名：22104 学びを支える環境づくりの推進】 

   予算額：(24) ７，３５３千円 → (25) １２，６６３千円 

事業概要：道徳教育の質の向上とその一層の充実を図るため、市町教育委員会が学校・地域の 

実態等に応じて主体的に行う道徳教育に関する多様な取組に対して支援を行うとと

もに、道徳教育用教材「三重県心のノート（仮称）」を作成・配付し、学校における

教材の適切な活用について支援します。 

 

 



 

●スクールカウンセラー等活用事業【基本事業名：22104 学びを支える環境づくりの推進】 

   予算額：(24) １６０，８０３千円 → (25) １６０，４６０千円 

   事業概要：いじめや不登校など、子どもの心の在り方と深い関わりがある問題に対応するため、

スクールカウンセラーを学校に配置し、教育相談体制を構築することで、子どもた

ちの健全な心の育成を図ります。また、スクールソーシャルワーカーを効果的に派

遣し、社会福祉等の専門的な知識・技術を活用した支援を行います。 

 

●（新）スクールカウンセラー等緊急活用事業【基本事業名：22104 学びを支える環境づくりの 

推進】 

   予算額：(24) － 千円 → (25) ５８，００４千円 

   事業概要：いじめが背景事情として認められる生徒の自殺事案の発生を深刻に受け止め、いじ

めの未然防止、早期発見・早期対応に向け、子どもの心の在り方と深い関わりのあ

る問題に対応できるスクールカウンセラーを配置するとともに、子どもを取り巻く

環境の整備にあたるスクールソーシャルワーカーを効果的に派遣し、学校や市町教

育委員会を支援します。  

 

●学びの環境づくり支援事業【基本事業名：22104 学びを支える環境づくりの推進】 

   予算額：(24) ２５，２１３千円 → (25) ２５，７２４千円 

   事業概要：中学校区を単位として重点的に取り組む地域にスクールカウンセラーを配置し、小

学校から中学校への途切れのない支援を行うなど、学校の教育相談体制の充実を図

ることにより、子どもたちが安心して学べる環境づくりを進めます。 

 

●（新）いじめを許さない「絆」プロジェクト事業【基本事業名：22104 学びを支える環境づく

りの推進】 

   予算額：(24) － 千円 → (25) ５３，５２０千円 

事業概要：深刻化するいじめの未然防止を図り、子どもたちが安心して学ぶことができる環境 

づくりを強化するため、学級満足度調査を活用した子どもたちの問題解決能力を育 

成する取組を進めます。また、いじめをはじめとする生徒指導上の課題を総合的に 

支援できる各市町の指導主事等の育成を図ります。 

 

●（新）高校生自立サポート事業【基本事業名：22104 学びを支える環境づくりの推進】 

   予算額：(24) － 千円 → (25) ４，８０６千円 

   事業概要：子どもたち一人ひとりが置かれた状況に対して、学校、家庭、地域の関係機関との

連携を図り、不登校や中途退学の解決に向けた支援を行うスクールソーシャルワー

カーを不登校や中途退学等の課題を抱える県立高校に配置するとともに、地域若者

サポートステーション等との連携により、早期の段階から就労支援や訪問支援など

を行います。 

 

 

 

 

 

 



 

●学びを保障するネットワークづくり事業【基本事業名：22104 学びを支える環境づくりの推進】 

   予算額：(24) １３，７００千円 → (25) １２，６００千円 

事業概要：いじめ、不登校など子どもたちを取り巻くさまざまな課題の解決や未然防止を図る 

ための仕組みとして、学校、保護者、地域住民等が一体となって取り組む「子ども 

支援ネットワーク」を中学校区の単位で構築し、子どもたちの自尊感情や学習意欲 

の向上を支えます。また、ネットワーク構築の際に、要となる教員の育成を支援し 

ます。 

 

 

 

●私立高等学校等振興補助金【基本事業名：22105  私学教育の振興】 

   予算額：(24) ４，６８９，１６０千円 → (25) ４，７３９，９０５千円 

私立幼稚園振興補助金【基本事業名：22105  私学教育の振興】 

   予算額：(24) １，８７８，５８９千円 → (25) １，８７３，５７５千円 

   事業概要：公教育の一翼を担っている私立学校（幼稚園、小・中・高等学校）において、建学

の精神に基づく個性豊かで多様な教育が推進されるとともに、児童生徒の就学上の

経済的負担の軽減を図るため、経常的経費への支援を行います。 

 

環境生活部 


